
(日)

13 -1st- 13
17 -2nd- 14
18 -3rd- 14
17 -4th- 13

No. S PTS 3P 2P FT F R A No. S PTS 3P 2P FT F R A

4 - - - - - - - 4 ＊ 10 1 3 1 3 5 5

5 ＊ 6 0 1 4 1 6 4 5 0 0 0 0 0 0 0

6 5 1 1 0 0 4 0 6 7 1 2 0 4 4 0

7 2 0 1 0 0 1 0 7 - - - - - - -

8 - - - - - - - 8 0 0 0 0 0 0 0

9 ＊ 0 0 0 0 5 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0

10 ＊ 18 1 6 3 1 13 6 10 ＊ 6 0 3 0 4 10 1

11 ＊ 16 0 6 4 2 14 3 11 ＊ 6 0 3 0 2 5 1

12 12 1 4 1 1 10 1 12 ＊ 21 3 6 0 2 4 3

13 2 0 0 2 0 1 0 13 4 0 2 0 0 0 0

14 ＊ 4 0 2 0 0 2 0 14 ＊ 0 0 0 0 4 10 1

15 - - - - - - - 15 0 0 0 0 0 0 0

0 0

65 3 21 14 10 51 14 54 5 19 1 19 38 11

OT1 OT2 OT1 OT2

13:18 － 34:37 39:55 － － － 15:19 18:30 32:01 34:26 36:40 － －

3Q・4Q

*：スターター　　（C)：キャプテン　　PTS：ポイント　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー　　F：ファウル　　R：リバウンド　　A：アシスト

  ２回戦。埼玉―愛媛。両チームともマンツーマンで始まる。埼玉は＃１０の３Ｐ、２Ｐや＃１４のセンタープレイで１３点。対する愛媛は、
リバウンドからの速攻や＃４のドライブインで得点する。互いに譲らず１３－１３の同点。２Ｑ、愛媛は＃４、＃１２の３Ｐ、＃１１、＃１２の
ジャンプシュートで１０得点を追加する。埼玉はドライブインからファウルを誘い着実にフリースローを決める。さらに＃１１の３Ｐなどで
得点を重ね２５－２３と２点リードする。その後互いに一進一退の攻防を続けるが、両チーム無得点。愛媛は＃４のライブイン、埼玉は
＃５のドライブイン、＃１３のフリースローなど互いの持ち味を生かした展開となる。３０－２７の埼玉３点リードで前半終了。
　３Ｑ埼玉は＃１０、＃１１のあわせのプレイで得点。一方、愛媛は＃１０、＃１３のジャンプシュート、＃１２の３Ｐで３５－３５の同点とす
る。愛媛は速攻で追加点をあげるが、埼玉のディフェンスに阻まれ残り２分は得点できずに終わる。埼玉はディフェンスからチャンス
をつかむと、巧みなパスさばきで着実に得点を追加。４８－４１と７点差をつけ３Ｑを終了する。最終Ｑ、埼玉は激しいディフェンスで愛
媛にプレーシャーをかけ、リバウンドやインターセプトからの速攻で愛媛を引き離す。しかし、愛媛も粘り強く＃４リバウンドシュートや
＃６の３Ｐで追いかけるが届かず、６５－５４の９点差で埼玉の勝利となった。

記載責任者 川瀬　ちさ紀 （所属） 岐阜県バスケットボール協会

TOTAL TOTAL

Timeout

（経過時間）

1Q・2Q 3Q・4Q Timeout

（経過時間）

1Q・2Q

Coach 土岐　敏郎 Coach 中川　香一郎

関根　華恵 今岡　凪子

ナウタヴァイ　圭理 加藤　瑠倭

柿沼　かすみ 篠原　華実

伊東　澄 三好　皐

萱沼　史織 曽我部　奈央

越智　遥 烏谷　香蓮

小泉　奈津美 木村　珠貴

小林　杏理 長野　杏奈

TEAM A 埼玉 TEAM B

落合　里夏 岸　果穗

鶴田　梨乃 石原　夏帆

上原　もなみ(C) 菅原　史織

愛媛

選手名 選手名

佐藤　楠採 熊　美里(C)

● Team B

65 54

Team A ○

埼玉 愛媛

2012年9月30日 主審：

開始時間： 13:50 副審：

少年女子準々決勝

大江　裕之

山内　俊幸

開催場所： 県立飛騨高山高等学校岡本校舎体育館

東日本大震災復興支援

第６７回国民体育大会　バスケットボール競技

MATCH No. 30E3

試合区分：

開催期日：
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埼玉 愛媛 
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